













































































































































































































































































































































まず，川村女学院は，大正 13 年 3 月 5 日に高等女学校に類する学校（4年制）として設置





























































































































1）小・中・高等学校における，暴力行為の発生件数は 59，345 件であり，児童生徒 1千人当
たりの発生件数は 4．3件である。
 高等学校通信制課程における発生件数を除くと 59，168 件（前年度 55，836 件）であり，
児童生徒 1千人当たりの発生件数は 4．4件（前年度 4．1件）である（注）。
2）小・中・高・特別支援学校における，いじめの認知件数は 185，860 件であり，児童生徒 1
千人当たりの認知件数は 13．4 件である。
 高等学校通信制課程における認知件数を除くと 185，767 件（前年度 198，109 件）であり，
児童生徒 1千人当たりの認知件数は 13．6 件（前年度 14．3 件）である（注）。
3）小・中学校における，不登校児童生徒数は 119，617 人（前年度 112，689 人）であり，不
登校児童生徒の割合は 1．17％（前年度 1．09％）である。
4）高等学校における，不登校生徒数は 55，657 人（前年度 57，664 人）であり，不登校生徒
の割合は 1．67％（前年度 1．72％）である。
5）高等学校における，中途退学者数は 59，742 人であり，中途退学者の割合は 1．7％である。
 高等学校通信制課程における中途退学者数を除くと 50，124 人（前年度 51，781 人）であり，
中途退学者の割合は 1．5％（前年度 1．5％）である（注）。
6）小・中・高等学校から報告のあった自殺した児童生徒数は 240 人である。
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